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教材研究を行い、授業形態や教材・教具を工夫
し、分かる授業の実践に努めている。　（取組
指標）

教
員 90 100 100

教材研究を行い、授業形態や教材・教具を工夫
し、分かる授業を実践することにより、児童は
授業がよくわかるようになっている。　（成果
指標）

教
員

90 100 100

★児童は、授業がよくわかるようになってい
る。　（成果指標）

児
童 90 92 93

子どもは、授業がよくわかるようになってい
る。　（満足度指標）

保
護
者

80 85 84

日々の授業を通して、読み・書き・計算の基礎
的な力をつけさせる取組を行っている。　（取
組指標）

教
員

95 100 100

日々の授業を通して、読み・書き・計算の基礎
的な力がついている。　（成果指標） 教

員
95 100 95

児童は、日々の授業を通して、読み・書き・計
算の力がついた。　（成果指標） 児

童
95 96 95

子どもは、日々の授業を通して、読み・書き・
計算の力がついた。　（満足度指標）

保
護
者

80 84 87

読書や調べ学習を推進して、児童の読む力、考
える力が向上するための取り組みをしている。
（取組指標）

教
員 90 95 94

読書や調べ学習を推進して、児童の読む力、考
える力が向上できた。　（成果指標）

教
員 90 86 72

児童は、読書や調べ学習活動を通して、読む
力、考える力が向上した。（成果指標）

児
童 90 68 77

★子どもは、家庭で本をよく読んだり、図書館
を利用したりしている。　（満足度指標）

保
護
者

70 35 38

児童の人権や生命を大切にする意識が高まるよ
うに道徳等で指導を行う。（取組指標）

教
員 90 90 95

道徳等の指導を通して、児童の人権や生命を大
切にする意識が高まっていると思う。（成果指
標）

教
員 90 95 100

児童は、道徳の学習に意欲的に取り組んでい
る。　（成果指標）

児
童

90 93

子どもの人権や生命に関する言動が、以前より
成長したと感じている。　（満足度指標）

保
護
者

80 80 78

ボランティア活動を取り入れ、思いやりの心を
育てる授業を展開する。（取組指標）

教
員 90 32 28

ボランティア活動を取り入れたことで、児童に
思いやりの心が育っていると感じている。（成
果指標）

教
員

90 60 39

★児童は思いやりの心をもち、みんなに対して
優しく接することができたと感じている。
（成果指標）

児
童 90 88 88

★子どもに思いやりの心が育っていると感じて
いる。　　（満足度指標）

保
護
者

80 88 88

日常の対話により児童生徒の実態を把握するよ
う努め、きめ細かな対応を行っている。　（取
組指標）

教
員

80 100 100

教育相談活動を通して、いじめの防止、早期発
見、早期対応を行うことができた。（成果指
標）

教
員 90 100 100

児童は、先生と、学習や生活について話をする
機会が増えたと感じている。　（成果指標）

児
童 80 69 74

★児童は、友だちもいて学校に通うのが楽しい
と感じている。　（成果指標）

児
童 90 93 95

子どもは、友だちもいて学校に通うのが楽しい
と感じている。　（満足度指標）

保
護
者

80 88 89

コロナ禍であっ
たので、地域で
のボランティア
活動に児童が参
加するのが難し
かったと思う。
人々の中に入っ
てこそのボラン
ティアだと思う
ので、感染の広
がりを考慮し、
感染予防をした
上でボランティ
ア的活動に取り
組んで欲しい。

ボランティア活
動を取り入れ、
思いやりの心を
育てる。

学級でできるゴミ拾
いなどの小さなボラ
ンティア活動を継続
して取り組んだ。ま
た、縦割り活動が再
開し、縦の関係がで
きたことで、下級生
への思いやりの心が
育まれた。
保護者が実感できる
機会を設ける必要が
ある。

ボランティア委員会
の活動として、全校
にボランティアを
募って活動したり、
全校でゴミを拾う意
識を高める声掛けを
する。
低学年の生活科で学
習する、家庭ででき
るお手伝いを6年生
まで継続させる。

「いじめ防止基
本方針」を元
に、教育相談活
動を重視して、
いじめの防止、
早期発見、早期
対応に努める。

児童と先生が話をす
る時間は例年と同じ
回数確保している
が、「話をする機会
が増えたか」という
問いであったため
か、達成度は低く
なった。
いじめなどへの対応
はすみやかに行われ
ていると思う。

児童について共通理
解を図る場は月１回
の職員会議の後だけ
ではなく、緊急を要
する案件に関して
は、毎日開催されて
いる終礼時にも行え
るようにする。
また、指導の経過を
共有するシートで
は、児童の掃除場所
や縦割り班を記入す
る欄を作り、指導に
活かす。

読書環境を整え
ると共に、市の
図書館と連携を
とり、調べ学習
などを推進し
て、読む力、考
える力の向上を
図る。

教員は朝読書の時間
に読書に取り組ませ
たり、授業の中で調
べ学習をさせたりし
て、読む力や考える
力が向上できたと考
えている。一方で、
児童や保護者はそう
いった意識が高くな
い。そのため、家庭
での読書を推進する
活動が必要である。

図書室の本を土日に
持ち帰ることができ
るようにする。
いつも読まない本に
も出会うことができ
るように、図書委員
会で図書ビンゴ（分
類番号を使ったビン
ゴ）に取り組む。
新聞は切り抜きを掲
示委員会や図書委員
会で掲示する。

Ⅱ
　
豊
か
な
心

道徳教育を要と
して、道徳的実
践力を養成す
る。

道徳の学習に意欲的
に取り組む児童は、
目標指数を達成でき
ている。
タブレットを用いた
活動を取り入れた
り、発問を工夫した
りすることで、児童
の考えを深めること
ができた。

コロナ禍のため、近
年は実施できていな
いが、授業公開日に
道徳の授業を行った
り、ふれあい教室な
どで道徳的な活動を
取り入れるなどし
て、保護者への理解
を深め、家庭への協
力や啓発を図ってい
く。

令和３年度　 学校評価集計結果/成果と課題/改善策・向上策

Ⅰ
　
確
か
な
学
力

すべての教員
が、最低1回は
授業を公開し、
楽しく分かる授
業をめざす。

児童一人につき１タ
ブレットを使用し、
効果的な学習の実践
に取り組んだ。特
に、学習活動ソフト
ウェアやデジタル教
科書、計算・漢字な
どのドリル学習アプ
リなどの活用は、児
童の興味関心を高
め、効果的な学習に
つながった。

ICT機器を授業の中
で活用していくこと
については、これか
らも実践や研究を進
めていく必要があ
る。児童の理解の様
子を見ながら、教員
同士の研修を重ね、
これからも実践を重
ねていく。

タブレットPCは
大人でも熱中す
るものだから、
子どもたちも楽
しんで学習でき
るであろう。タ
ブレットPCを
使った授業な
ど、先生は使い
こなすための研
修が大変であろ
うが、有効に活
用して学力向上
に生かせるよう
にして欲しい。

読書は習慣だと
思う。小さい時
から読み聞かせ
をしている家庭
の子どもはよく
本を読んでい
る。家庭での習
慣が大切であ
る。コロナ禍で
停止していた学
校からの本の持
ち帰りを最近再
開したそうだ
が、できるだけ
週末に本を持ち
帰らせて、本に
触れる機会を増
やして欲しい。

日々の授業を通
して、読み・書
き・計算の基礎
的な力を養う。

日々の授業を通し
て、基礎的な力をつ
けることに対して
は、どの回答者から
も目標指数を上回っ
た結果を得ることが
できた。確認テスト
などの回数を検討
し、無理なく児童の
学力定着を図ったこ
とによって、より児
童がテストに取り組
みやすく感じるよう
になったと考える。

節目節目に到達度を
確認する上では、確
認テストの過去問が
あると便利であるた
め、データ等を保管
しておき、いつでも
使用できるようにす
る。また、学習への
興味づけにタブレッ
ト端末を活用するな
ど、ICT機器を活用
した基礎学力定着の
ための実践につい
て、情報共有する機
会をもつ。



業間マラソンやなわとび等で、児童の体力が増
進するような取組を行っている。　（取組指
標）

教
員

90 91 100

児童は、業間マラソンやなわとび等で体力が増
進されている。　（成果指標）

教
員 90 100 95

★児童は、業間マラソンやなわとび等で体力づ
くりを頑張っている。（成果指標） 児

童 90 96 95

子どもは、業間マラソンやなわとび等で体力づ
くりを頑張っている。（満足度指標）

保
護
者

80 94 88

「１・８・１生活チェック」等で、基本的な生
活習慣を身につけさせる取組を行っている。
（取組指標）

教
員 90 80 100

「１・８・１生活チェック」等で、児童は、基
本的な生活習慣が身についている。　（成果指
標）

教
員 90 80 100

児童は、「１・８・１生活チェック」等で、基
本的な生活習慣が身についている。　（成果指
標）

児
童 90 90 89

★子どもは、「１・８・１生活チェック」等
で、基本的な生活習慣づくりに努力している。
（満足度指標）

保
護
者

80 63 70

交通安全指導や防災・防犯訓練を通して、安全
に対する指導を十分行っている。　（取組指
標）

教
員 90 100 100

児童は、交通安全指導や防災・防犯訓練を通し
て、児童は自分の身を守る意識が高まってい
る。　（成果指標）

教
員

90 96 95

★児童は、交通安全指導や防災・防犯訓練で学
んだことから、自分で安全に気をつけている。
（成果指標）

児
童 90 98 97

子どもは、交通安全教室や防災訓練で安全に気
をつけて生活している。　（満足度指標）

保
護
者

80 84

ホームページを定期的に更新したり、いろいろ
な「たより」を定期的に発行したりして、学校
の情報を発信する。（取組指標）

教
員

90 82 84

★ホームページの更新やいろいろな「たより」
の発行等で、学校の教育内容を発信している。
（満足度指標）

保
護
者

80 89 88

学校公開や学校行事を通して、積極的に児童の
活動の様子を公開する。　（取組指標） 教

員
90 86 80

★学校公開や学校行事を通して、学校の様子が
よくわかる。　（満足度指標）

保
護
者

80 78 85

ネットの利用や情報モラルについて、必要な情
報を発信する。　（取組指標） 教

員 90 86 40

ネットの利用や情報モラルについて、親子で話
し合いの機会をもつ。　（満足度指標）

保
護
者

90 74 74

家庭や地域の方々と連携して、あいさつの指導
にしっかり取り組んでいる。　（取組指標） 教

員 90 100 100

児童は自分から元気にあいさつをしている。
（成果指標） 教

員
90 68 77

★児童は、友達や先生、地域の人に自分から元
気にあいさつをしている。　（成果指標） 児

童
90 84 92

子どもは、地域や家庭などで自分からあいさつ
をしている。　（満足度指標）

保
護
者

80 76 76

地域や保護者と積極的に関わった学習や行事を
行うようにする。　（取組指標） 教

員
90 87 95

児童の、地域の伝統や文化に対する関心は高
まっている。　（成果指標） 教

員
90 75 75

★児童は、地域の伝統や文化に関心がある。
（成果指標） 児

童 80 89

子どもは地域の伝統や文化に関心がある。（満
足度指標）

保
護
者

80 42

ホームページでは活
動の様子をお知らせ
するNEWSがよく見ら
れているので、前
もって計画を立て、
全学年でバランス良
く情報発信を行う。
感染症の拡大状況に
応じて、行事の実施
方法や公開方法を工
夫しながら、できる
限り公開の機会を確
保する。

ネット利用の利便性
と危険性について、
保護者と協力して児
童に伝えていく必要
がある。

様々な機会を利用
し、児童はもちろん
のこと、教員自身や
保護者の方も含め
て、ネットリテラ
シーを向上してい
く。

家庭や地域の
方々と連携し
て、自らあいさ
つのできる子を
育てる。

毎朝のあいさつ運動
などにより、児童の
挨拶に対する意識は
向上しているが、目
をあわせたり心をこ
めたりした「気持ち
のよい挨拶」や、
「積極性のある挨
拶」はまだ出来てい
るとは言えず、課題
がある。

挨拶の指導の仕方に
ついて、教員が意思
統一し、学校全体で
呼びかけられるよう
にする。

地域や保護者と
積極的に関わっ
た学習や行事を
行い、地域の伝
統や文化に関心
をもつ子を育て
る。

今年度も、コロナ禍
により例年のような
外部講師やボラン
ティアの方々に協力
していただくような
行事があまり実施で
きなかった。計画し
たのにできなかった
こともあり、残念に
思う。今後は、感染
症対策を徹底し、工
夫しながらできるこ
とを増やしていく必
要がある。

地域人材リストを活
用しながら、新たな
地域の教育資源を発
掘し、「人・もの・
こと」の有効活用を
さらに進める。
活動の様子や学習成
果を保護者に伝える
場を設け、学校で
やっていることを積
極的に発信していく
ようにする。

Ⅳ
　
信
頼
さ
れ
る
学
校

ホームページを
定期的に更新す
るとともに、
「学年だより」
などを発行して
学校の情報を発
信する。

あいさつをする
子が以前より
減っているよう
に感じる。知ら
ない人としゃ
べってはいけな
いというご時世
でもあるが、コ
ロナ禍で地域の
行事がなくな
り、知り合う機
会も奪われたこ
とも影響してい
るのかもしれな
い。

金津祭りは地域
の大切な伝統行
事なので、なん
らかの形で実施
したい。学校で
も金津祭りにつ
いてゲスト
ティーチャーを
招いて学んでい
るようである
が、地域として
もそのような学
習には積極的に
関わっていきた
い。

学校公開日を年
数回実施し、保
護者や家族の
方々に児童の活
動の様子を積極
的に公開する。

ネット利用や情
報モラルについ
て情報を発信す
る

Ⅲ
　
健
や
か
な
体

業間運動でマラ
ソンやなわとび
等を行い、体力
の向上を図る。

感染予防のために多
くの制約があった中
で、可能な限り業間
運動を実施すること
ができ、児童も一生
懸命取り組むことが
できた。授業の中で
も、さらに体力向上
を図りたい。ICTの
活用も、さらに進め
ていく必要がある。

業間運動では、学年
ごとに目標を明確に
定め、達成感を味わ
えるようにする。授
業では、全学年共通
の準備運動や、各単
元に必要な動きの練
習などを共有し、技
術の向上を図る。動
きのポイントがわか
る動画を共有し、活
用する。

定期的に各種おたよ
りを発行することが
できたが、ホーム
ページの更新作業に
かける時間が確保で
きなかった。
限定的な行事の公開
や学校公開を行った
が、感染拡大により
予定していた学校公
開が中止や延期せざ
るを得ないときが
あった。

学校でも交通安
全の指導に取り
組んでいるよう
だが、最近は自
転車に乗ってい
る子を見かける
ことが少なく
なっている。出
る機会が少ない
と事故は少なく
なるであろう
が、交通安全の
知識や技能は低
下するかもしれ
ない。引き続き
地域、家庭、学
校での安全指導
をお願いした
い。

道でボード系の
乗り物で遊んで
いる児童を見か
ける。長い坂道
がある区内で、
かなりのスピー
ドを出している
児童もいるので
危険だと思う。

「１・８・１生
活チェック」や
ノーテレビタイ
ム、ノーゲーム
デー等を家庭と
協力して実施
し、規則正しい
生活習慣の実現
を目指す。

１・８・１の数字の
意味を教員・保護
者・児童が理解した
うえで実施する必要
がある。特に教員間
の共通理解が必要で
ある。

ネーミングを「すこ
やかチェック」に変
更し、チェック項目
を再検討する。早
寝・早起き・朝ごは
ん・ノーテレビ
デー・ノーゲーム
デーを盛り込む。何
のためにするのか、
事前指導の手立てな
ど、教員間の共通理
解が大切である。

交通安全指導や
防災・防犯・引
き渡し訓練を通
して自分の身を
守る意識を高め
る。

低学年の歩き方教
室、中学年の自転車
教室、高学年のスケ
アードストレート
（人形を使った危険
回避予測訓練）が予
定通り実施できた。
中学年の自転車教室
では、自転車を持参
できる児童が少な
かったために十分な
学びができなかっ
た。

中学年の自転車持参
を、地区を限定して
持参していただくな
ど工夫する。高学年
についても、自転車
教室を実施する。
防犯訓練を充実させ
て、不審者への対応
についても身につけ
させる。


